
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ のたびは近赤外線照明灯をお買い上げいただき 、 あり がと う ご ざいま し た 。  

ご使用になる前に、正し く 安全にお使い頂く ため、こ の取扱説明書を必ずお読みく ださ い。

そ のあと 大切に保管し 、 必要なと き にお読みく だ さ い。  

保証書は、 こ の取扱説明書についていま すので、 お買い上げの販売店の記入をお受けく だ

さ い。  
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安全のために必ずお守り く だ さ い  
 

使用上のご注意説明書 

●本文中に使われる 「 図記号」 の意味は右のと おり です。  

●ご使用の前に、 こ の欄を必ずお読みになり 、  

 正し く 安全にお使い下さ い。  

●こ こ に示し た注意事項は、 安全に関する重大な 

 内容を記載し ていま すので、 必ず守っ て く だ さ い。  

●お読みになっ た後は、 お使いになる方がいつでも  

 見ら れる と こ ろ に保管し て く だ さ い。  

 
 

 

禁止  

 
分解禁止 

指示を 守る  

誤っ た取扱いを し た と き に 、 死亡ま た は重傷など に  
結びつ く 可能性がある も の  

点灯中の照明に 触ら ない  
 

感電、 やけど の原因と なり ま す。  

万一異常が発生し た ら 、 電源 

ユ ニ ッ ト の電源を す ぐ 切る ！ 
点灯し ない、 煙、 変な音においがするなど 、  

異常状態のま ま使わないでく だ さ い。  

火災の原因と なり ま す。  

こ の よ う なと き はすぐ に電源ユニ ッ ト の電源スイ ッ

チを 切り 、 そ の後、 必ず電源プ ラ グ を コ ン セン ト か

ら 抜いて く だ さ い 。 煙が出なく なっ たのを確認し て

販売店に修理を ご依頼く ださ い。  

ケ ー ス ははずさ ない  

分解・改造し ない  
本機の内部にさ わっ た り 、 改造する と  

火災・感電の原因と なり ま す。  

内部の点検･調整･修理は販売店にご依頼く ださ い。  

 

指定の電源ユ ニ ッ ト を 使用する  
 

指定の電源ユニ ッ ト 以外で使用する と 、  

火災の原因と なり ま す。  

 

 

 

警告 

 

点灯中の照明の前に 物を 置い た り 、  

照明部を 布など で覆っ た り し ない  

 
火災、 故障の原因と なり ま す。  

 

異物を いれない  
金属類や燃えやすいものなど が入る と  

火災の原因と なり ま す。  

万一異物が入っ た と き は、 すぐ にカ メ ラ  

コ ン ト ロ ーラ など （ 電源ユニ ッ ト 、 カ メ ラ コ ン ト ロ

ーラ 、 マ ルチ フ レ ーム コ ン ト ロ ーラ など ） の電源ス

イ ッ チを 切り 、 電源プ ラ グ を コ ン セ ン ト から 抜いて

販売店にご連絡し て く だ さ い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤っ た 取扱いを し た と き に 、 傷害ま た は家屋・ 家財 

など の損害に結びつ く 可能性がある も の  

無理な力を 加え ない  
 

 

本機に無理な力を加えないでく だ さ い。無理な力を加

える と 壊れたり 、落下し てけがの原因と なる こ と があ

り ま す。  

特にお子さ ま にはご注意く ださ い。  

移動さ せる 場合は外部の接続 

線を はずす  
同軸ケーブ ルに傷がつ く と 、 火災・感電の  

原因と なる こ と があり ま す。  

移動さ せる時は同軸ケ ーブ ル、 機器の接続をはずし た

こ と を確認し て く だ さ い。  

国外で の使用禁止 
本機を使用でき るのは日本国内のみです。  

外国では使えません。  

Thi s equi pment  i s desi gned f or  use i n 

Japan onl y and cannot  be used i n any ot her  

count r i es.  

同軸ケ ー ブ ル を 傷つ け た り 、  

加工し ない  
重い物をのせたり 、 熱器具に近づけないこ と 。  

傷つ いた ケーブ ルを そ のま ま使用する と 火災、 感電

の原因と なる こ と があり ま す。  

ケーブ ルが傷んだら すぐ 販売店にご連絡く ださ い。  

  

 

注意 

 

 

お願い  
持ち 運びはて いねい に  
本機は落下する と 破損する可能性があり ま す。持ち運

びには十分に注意し て行っ て く だ さ い。  

本体の お手入れは  
お手入れの際は電源ユニ ッ ト の電源プ ラ グ を コ ン セン

ト か ら 抜いて く だ さ い。 やわら かい布で軽く 拭き取っ

て く だ さ い。 汚れがひど いと き は水にう すめた中性洗

剤に浸し た布を よ く し ぼり 、 拭いて く だ さ い。  

ケ ー ス を 傷めない た め に  
ベン ジン やシン ナーなど で拭く と 変質し た り 、 塗料が 

はげた り する原因と なり ま す。  

【 化学ぞう き ん を ご 使用の際はそ の注意書に従っ て く

だ さ い。 】  

 
使用温度範囲で ご 使用を  
本機の使用周囲温度は-10℃～+50℃です。使用周囲温

度外でご 使用に なる と 故障の原因と なる こ と があ り

ま す。  

 

 定期的に お掃除を  
販売店におま かせく だ さ い。 定期的な掃除 

は火災・故障を防ぎます。  

特に梅雨期の前に行う のが効果的です。  

内部掃除費用については販売店にご相談く ださ い。  

 

構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各部の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

注） カ バー脱着図 

②

④ ③ 
① 

本体 

取付金具 

固定ネジ（ M5x10）  

⑥ 

①ガ ラ ス  

②防水ブ ッ シ ュ  

③カ バー  

④安全ワ イ ヤ ー  

⑤ケ ー ブ ル ク ラ ン プ   

： 同軸ケ ーブ ルのシールド 部を 接続し ま す。 

⑥接続端子        

： 同軸ケ ーブ ルの芯線部を 接続し ま す。  

 

構成例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� 近赤外線照明灯と 電源ユニ ッ ト（ カ メ ラ コ ン ト ロ ー ラ など ） の間は、5C-2V( 3C-2V) で 500m( 200m)
以内で接続し て く だ さ い ｡最大ケ ーブ ル長を 超え て 接続する と ､電源の供給が行え なく なり ま

す ｡ 

� 近赤外線照明灯と 電源ユ ニ ッ ト （ カ メ ラ コ ン ト ロ ー ラ など ） の間に は、 他の機器を 接続し ない
で く だ さ い ｡電源の供給ができ なく なり ま す ｡ 

 

 

 

 

 

 

 

近赤外線照明灯

K-9880 

電源ユニ ッ ト  

PA-901 

[ PA-901 と 接続の場合]  

同軸ケーブ ル長 

5C-2Vで 500m以内 

3C-2Vで 200m以内 

屋外一体型カ ラ ー カ メ ラ  

CI T-8800 

そ の他の接続可能機種 

電源ユニ ッ ト         PA-908 

カ メ ラ コ ン ト ロ ー ラ      S-9520S 

マ ル チ フ レ ーム コ ン ト ロ ー ラ  X-9620S 

 

 

お手入れのし かた  
 

� 電源を 切っ て か ら お手入れを し て く だ さ い 。  
� 汚れがひど い と き は、 水で十分う すめた中性洗剤で拭いて く だ さ い 。  
 

故障かな？と 思っ た ら  

 

１  下記の点を も う 一度お確かめ く だ さ い 。お確かめの結果、なお異常のある 場合は電源を 切っ て

か ら 販売店に お申し つ け く だ さ い 。  

� 各ユニ ッ ト の電源プ ラ グ がはずれて いま せんか？ 
� 同軸ケ ーブ ルは正し く 接続さ れて いま すか？ 
 

２  設置時よ り 照明が暗い と 感じ た場合は，照明用 LEDの寿命に よ る 影響が考え ら れま すので ，販

売店 

に ご 相談く だ さ い 。  
 

保証と ア フ タ ーサービ ス  
                                

１  本保証書は、 販売店が所定事項を 記入後お渡し し ま すので 、 お受け取り の際は「 保証期間」 、

「 販売会社」 を ご 確認の上、 大切に保管し て く だ さ い 。  

２  保証規定 

( 1)  保証期間内（ お買上げ日よ り 1年間） に正常なる 使用状態に おいて万一故障し た場合には
無料で修理いた し ま す。  

( 2)  保証期間中でも 次の場合には有料修理になり ま す。  
① ご 使用上の誤り 、 及び不当な修理や改造に よ る 故障及び損傷。  
② 火災、 地震、 水害、 塩害、 異常電圧、 指定外の使用電源、 及びそ の他天災地変など に
よ る 故障及び損傷。  

③ 特殊環境（ た と え ば極度の湿気、薬品のガ ス 、公害、塵埃など ） に よ る 故障及び損傷。  
④ 本書のご提示がない場合。  
⑤ 本書の未記入、 ある いは字句を 書き 換え ら れた場合。  
⑥ 本保証書は、 日本国内に おいて のみ有効です。                     
（ THI S WARRANTY I S VALI D ONLY I N JAPAN）     

３  補修用性能部品の保有期間                                                    

補修用性能部品の最低保有期間は生産終了後７ 年です。  

（ 性能部品と は製品の機能を 維持する た めに不可欠な部品です） 。  

詳し く はお求めの販売店に ご 相談く だ さ い 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕様 
 

( １ )  電源      専用カ メ ラ コ ン ト ロ ー ラ 相当品よ り 供給 

 （ ２ ）  最大ケ ーブ ル長 ５ Ｃ －２ Ｖ  ５ ０ ０ ｍ 

 （ ３ ）  照射範囲 約８ ｍ， 水平約７ ４ °， 垂直約５ ５ ． ５ ° 

 （ ４ ）  ON/OFF切換 自動 

 （ ５ ）  使用温度， 湿度 －１ ０ ～＋５ ０ ℃、 ８ ０ ％Ｒ Ｈ 以下（ 但し 、 結露し ないこ と ）  

 （ ６ ）  構造 Ｉ Ｐ ６ ６ ( Ｊ Ｉ Ｓ  Ｃ  ０ ９ ２ ０ )  

 （ ７ ）  質量 約０ ． ７ ｋ ｇ  

 （ ８ ）  塗装色 マ ン セル ５ ． ４ Ｙ ７ ． ２ ／０ ． ５ ( ５ 分ツ ヤ )相当 

 （ ９ ）  外形寸法    １ １ ２ (Ｗ)×４ ６ ． ６ ( Ｈ )×７ ９ ． ８ ( Ｄ )  ｍｍ 

 （ １ ０ ）  付属品 取付金具  ： １  

   取付ネジ （ Ｍ５ Ｘ １ ０ ）  ： ２  

   取扱説明書／保証書 ： １  

 

 

 

 

 

 

外形図 
 

本製品（ 近赤外線照明灯） を 使用する こ と に よ り 、 被写体の色合い等に よ っ て映像が日中での見

え方と 異なる 場合があ り ま す。  



 

 

据付上のお願い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置の使用工具 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎照明は被写体ま で距離が近い と 反射光が強すぎ

て 映像が 白く つ ぶ れた り 、 カ ラ ー ／白黒切換が

ON/OFF を 繰り 返すこ と があ り ま すが故障ではあ り

ま せ ん 。 被写体ま での 距離を ３ ｍ以下に 設置し な

いで く だ さ い 。  
 

◎カ メ ラ を 設置さ れ る 周囲の 温度は 、 -10℃～

+50℃、 湿度は 80％以下（ 結露し ない場所） で ご 使

用く だ さ い 。 特に調理室やボ イ ラ ー室など 温度や

湿度の高い所で の使用は 、 性能を 低下さ せ ま すの

で 離し た位置で ご 使用く だ さ い 。 ま た 、 電源ユニ

ッ ト の使用電源は 90Ｖ ～110Ｖ で お使い く だ さ い 。 

 

 

 

◎配線に際し て 電灯線やテ レ ビ の ア ン テ ナ 配線に

近づけ て引き 回し た り 、 イ ン タ ー ホー ン や モ ニ タ

の 近く に あ る 場合、 映像やイ ン タ ーホ ーン に雑音

が入る 場合があ り ま す。 そ の 時は配線や位置を 変

え て く だ さ い 。  

◎本機は十分な強度を も っ た 場所に取付け て く だ

さ い 。 取付強度が不足し て い る と 、 モ ニ タ ー上で

映像が ブ レ た り 、 最悪の場合落下の危険が あ り ま

す 。 ま た 、 エ ア コ ン 等振動の発生する 機器の近く

に 設置し ま すと 映像がブ レ る 場合があ り ま すので

振動の発生する 機器の近く に 設置し ないで く だ さ

い 。  

◎本機を FGに 接続し ま すと カ メ ラ 映像に ノ イ ズが

発生する 場合があ り ま すので 、 FG に 接続し ないよ

う に 設置く だ さ い 。  

・ プ ラ ス （ ＋） ド ラ イ バー （ ２ 番） ……………………………１ 本 

・ 六角レ ン チ （ 対辺３ ｍｍ） ……………………………………１ 本 

・ 六角レ ン チ （ 対辺４ ｍｍ） ……………………………………１ 本 

◎本機は光で反応する セ ン サ ーに て自動点灯を 行

っ て お り ま す。 こ の た め 本機正面に強い光が入る

と 被写体が暗く て も 点灯し ない恐れが あ り ま すの

で 、 強い光が本機正面に 入る 方向ま た は場所に設

置し ないで く だ さ い 。  

◎外か ら カ メ ラ に 強い 光（ 車の ヘ ッ ト ラ イ ト な

ど ） が 入る と 同様に 映像が白く つ ぶれた り 、 カ ラ

ー／白黒切換が ON/OFF を 繰り 返す恐れがあ り ま す

の で 、 強い 光が カ メ ラ に 入る 方向に設置し ないで

く だ さ い 。  
 

 

 

設置前の準備 
◎ カ メ ラ の設定 
●本製品を 最適に ご 利用いた だ く た めに カ メ ラ を 以下のよ う に設定する こ と を 推奨し ま す。  

１ ． レ ン ズ位置： 望遠「 TELE」  

２ ． カ ラ ー／白黒切換： 白黒「 BW」 又は自動「 AUTO」  

３ ． 電子シャ ッ タ ： 自動電子「 AUTO」 に て MAX GAI N「 X1」 ～「 X４ 」  

 

◎ カ メ ラ のレ ン ズ調整 

 ●本製品を 最適に ご 利用いた だ く た めに カ メ ラ の レ ン ズを 以下の設定に て調整し て く だ さ い 。  

  １ ，フ ォ ー カ ス 調整： 電子増感を OFF状態でア イ リ ス 最大開放の状態でフ ォ ー カ ス を 合わせる 。 

  ※ア イ リ ス を 最大開放と する に は以下の方法があ り ま す。  

( 1) シ ャ ッ タ 速度を 高速に設定する （ 工場出荷設定から 以下の操作を 行いま す） 。  

    ①Y CONTROL メ ニ ュ ーに入っ て GAI N SEL を 選択し 、 AGCの SETを 選択し ま す。  

    ②ACG SET メ ニ ュ ーの SHUTTERを 選択し 、 UP/DOWNス イ ッ チ でシ ャ ッ タ 速度の設定を 可変し

ま す。  

    ③UPス イ ッ チ を 押す毎に シ ャ ッ タ 速度が高速側に設定さ れま す。  

    ④映像に ノ イ ズが増え て き た と こ ろ でシ ャ ッ タ 速度の設定を 止めま す。  

  （ 目安： 晴天…1/10000、 曇り …1/4000）  

( 2) NDフ ィ ル タ を 使用し て暗く する 。  

NDフ ィ ル タ は、 FI JI FI LM社の光量調整用フ ィ ル タ ー 、 濃度は 2. 0～4. 0（ 減衰率 1/100～

1/10000） を 使用する こ と を 推奨し ま す。 （ 目安： 晴天…濃度 4. 0、 く も り …濃度 3. 0）  

 

  

 

◎取付足の設定 

設置場所に よ っ て取付け方法が変わり ま すので 、 以降の設置方法を 確認し 下記作業が必要な場

合に作業を 行っ て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工場出荷状態 

上図のよ う に固定ネジ （ １ 箇所） を 外し 、 矢印の方向に 90 度回転さ せ、 再度外し た ネジを 固定し ま

す。  

こ の固定ネジを １ 度外し て

位置を 変え る  

カ メ ラ の詳細設定はカ メ ラ の取扱説明書を確認し て く だ さ い。  

取付足 

（ カ メ ラ の添付品）  

カ メ ラ 映像が明るい部分が白く つぶれてし ま う 場合は、Y CONTROL メ ニ ュ ーの逆光補正の設定を SPOT

にし て測光枠を指定し て く だ さ い。 （ カ メ ラ の詳細設定はカ メ ラ の取扱説明書を確認し て く だ さ い。 ） 

 

 

 

壁掛け設置方法 
●カ メ ラ 水平方向～下向き 15°の範囲の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

高所で作業する 場合は、 カ

メ ラ 及び近赤外線照明灯を

落下さ せないよ う に注意し

て く だ さ い  

( 1) 取付足の角度は工場出荷状態のま ま 使用し ま す。  

( 2) 固定と カ メ ラ の配線（ カ メ ラ の据付工事説明書を 参照し て く だ さ い ）  

( 3) カ メ ラ 付属の カ メ ラ ケ ース 取付金具の変わり に付属の取付金具を カ メ ラ の下側に付

属のネジ （ 2 ヶ 所） で固定し ま す。 [推奨締付けト ル ク  2. 85N・m]  

( 4) 取付金具を 取付足固定ネジ（ 2 ヶ 所）に 歯付き ワ ッ シ ャ を 通し て取付足に固定し ま す。 

［ 推奨締付けト ル ク  5. 9N・m］  

( 5) 同軸ケ ーブ ルの接続し ま す。 （ 同軸ケ ーブ ルの接続方法を 参照し て く だ さ い ）  

チ ル ト 固 定 ネ ジ

（ M5X16）  

歯付き ワ ッ シ ャ  

固 定 ネ ジ

（ M5X10）  

防水ブ ッ シ ュ  

カ メ ラ （ CI T-8800）  

本体 

取付金具 

（ 付属品を 使用）  

取付足 

注意 

水抜き 溝が 下側に

来る よ う に 取り 付

けて く だ さ い  

水抜き 溝 

チ ル ト 固定ネジ  
（ M5X16）  

歯付き ワ ッ シ ャ  

（ 前
側）  

チ ル ト 固定ネ
ジ  

チ ル ト 側回転
部 

（ 前側）  
 

パ ン 側回転部 

パン 固定ネジ・チ ル ト 固定ネジは､約１ 回転程度で

調整可能です。 必要以上に緩めないで く だ さ い 。  

パ ン 固定ネジ  

パン 固定ネジ  

 

 

 

  
 

●カ メ ラ 下向き 15°～90°の範囲の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パ ン 側回転部 

( 1) 取付足の角度変更し て く だ さ い  

（ 取付足の設定を 参照し て く だ さ い ）  

( 2) 固定と カ メ ラ の配線 

（ カ メ ラ の据付工事説明書を 参照し て く だ さ い ）  

( 3) カ メ ラ 付属の カ メ ラ ケ ー ス 取付金具の変わ り に 付属の取

付金具を カ メ ラ 本体の下側に添付のネジ（ 2 ヶ 所） で固定し

ま す。  

[推奨締付けト ル ク  2. 85N・m]  

( 4) 取付金具を 取付足固定ネジ ( 2 ヶ 所) に 歯付き ワ ッ シ ャ を 通

し て取付足に固定し ま す。  

［ 推奨締付けト ル ク  5. 9N・m］  

( 5) 同軸ケ ーブ ルの接続し ま す。  

（ 同軸ケ ーブ ルの接続方法を 参照し て く だ さ い ）  

チ ル ト 固定ネ ジ

（ M5X16）  

歯付き ワ ッ シ ャ  

防水ブ ッ シ ュ  

カ メ ラ （ CI T-8800）  

本体 

取付金具 

（ 付属品を 使用）  

チ ル ト 固定ネ
ジ  

チ ル ト 側回転
部 

注意 

高所で 作業す る 場合は 、  

カ メ ラ 及び近赤外線照明灯

を 落下さ せないよ う に注意

し て く だ さ い  

 

注意 

水抜き 溝が 下側に

来る よ う に 取り 付

けて く だ さ い  

水 抜 き

パ ン 固定ネジ・チ ル ト 固定ネジは､約１ 回転程度で

調整可能です。 必要以上に緩めないで く だ さ い 。  

パ ン 固定ネジ  

パン 固定ネジ  

 

 

 

据え置き設置方法 
●カ メ ラ 水平方向～下向き 15°の範囲の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体 

取付金具 

（ 付属品を 使用）  

( 1) 取付足の角度変更し て く だ さ い  

（ 取付足の設定を 参照し て く だ さ い ）  

( 2) 固定と カ メ ラ の配線 

（ カ メ ラ の据付工事説明書を 参照し て く だ さ い ）  

( 3)  カ メ ラ 付属のカ メ ラ ケ ース 取付金具の変わり に付属の取

付金具を カ メ ラ の下側に添付のネジ （ 2 ヶ 所） で固定し ま

す。  

[推奨締付けト ル ク  2. 85N・m]  

( 4) 取付金具を 取付足固定ネ ジ ( 2 ヶ 所) に 歯付き ワ ッ シ ャ を

通し て取付足に固定し ま す。 ［ 推奨締付けト ル ク  5. 9N・

m］  

( 5) 同軸ケ ーブ ルの接続し ま す。  

（ 同軸ケ ーブ ルの接続方法を 参照し て く だ さ い ）  

防水ブ ッ シ ュ  
チ ル ト 固定ネ ジ

（ M5X16）  

歯付き ワ ッ シ ャ  

（ 前側）  
 

パ ン 側回転部 

（ 前側）  
 

チ ル ト 固定ネ
ジ  

チ ル ト 側回転
 

注意 

高所で 作業す る 場合は 、  

カ メ ラ 及び近赤外線照明灯

を 落下さ せないよ う に注意

し て く だ さ い  

カ メ ラ  

（ CI T-8800）  

パ ン 固定ネ ジ・チ ル ト 固定ネジは､約１ 回転程度

で調整可能で す 。 必要以上に緩めないで く だ さ

パン 固定ネジ  

パン 固定ネジ  

チ ル ト 固定ネ

ジ  
（ M5X16）  

歯付き ワ ッ シ

パン 固定ネジ  

 

 

 

 

●カ メ ラ 下向き 15°～70°の範囲の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パ ン 側回転部 

( 1) 取付足の角度は工場出荷状態のま ま 使用し ま す。  

( 2) 固定と カ メ ラ の 配線（ カ メ ラ の据付工事説明書を 参照し て く だ さ

い ）  

( 3) カ メ ラ 付属のカ メ ラ ケ ー ス 取付金具の変わり に付属の取付金具を

カ メ ラ 本体の下側に添付のネジ （ 2 ヶ 所） で固定し ま す。  

[推奨締付けト ル ク  2. 85N・m]  

( 4) 取付金具を 取付足固定ネジ（ 2 ヶ 所） に 歯付き ワ ッ シ ャ を 通し て取

付足に固定し ま す。 ［ 推奨締付けト ル ク  5. 9N・m］  

( 5) 同軸ケ ーブ ルの接続し ま す。  

（ 同軸ケ ーブ ルの接続方法を 参照し て く だ さ い ）  

本体 

カ メ ラ 本体 
( CI T-8800)  取付金具 

（ 付属品を 使用）  

防水ブ ッ シ ュ  

チ ル ト 固 定 ネ ジ

（ M5X16）  

歯付き ワ ッ シ ャ  

チ ル ト 固定ネ
ジ  

チ ル ト 側回転
 

 

注意 
高所で 作業す る 場合は 、  

カ メ ラ 及び近赤外線照明灯

を 落下さ せないよ う に注意

し て く だ さ い  

パ ン 固定ネジ・チ ル ト 固定ネジは､約１ 回転程度で

調整可能です。 必要以上に緩めないで く だ さ い 。  

パ ン 固定ネジ  

 

天吊り 設置方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 1) 取付足の角度変更し て く だ さ い  

（ 取付足の設定を 参照し て く だ さ い ）  

( 2) 固定と カ メ ラ の配線 

（ カ メ ラ の据付工事説明書を 参照し て く だ さ い ）  

( 3)  近赤外線照明灯本体を カ メ ラ の下側に カ メ ラ 付属のネジ （ 2 ヶ 所） で固定し

ま す。 [推奨締付けト ル ク  2. 85N・m]  

( 4) 同軸ケ ーブ ルの接続し ま す。  

（ 同軸ケ ーブ ルの接続方法を 参照し て く だ さ い ）  

本体 
カ メ ラ ( CI T-8800) の

付属ネジ （ M5X8）  

 

注意 

高所で 作業す る 場合は 、  

カ メ ラ 及び近赤外線照明灯

を 落下さ せないよ う に注意

し て く だ さ い  

カ メ ラ  

（ CI T-8800）  

防水ブ ッ シ ュ  

（ 前側）  
 

パ ン 側回転部 

パ ン 固 定 ネ
ジ  

チ ル ト 固定ネ
ジ  

（ M5X16）  

チ ル ト 側回転
部 

（ 前側）  

チ ル ト 固定ネ
ジ  

チ ル ト 固定ネジ  
（ M5X16）  

歯付き ワ ッ シ ャ  

パ ン 固定ネジ・チ ル ト 固定ネジは､約１ 回転程度で

調整可能です。 必要以上に緩めないで く だ さ い 。  

パ ン 固定ネジ  

パン 固定ネジ  

 

同軸ケーブ ルの接続方法 
� 使用工具 
 

 

 

 

 

� 本体への接続 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ プ ラ ス （ ＋） ド ラ イ バー （ ２ 番） ……………………………１ 本 

・ カ ッ タ ー （ ケ ーブ ル加工に用いる ） …………………………１ 本 

・ ラ ジオ ペン チ……………………………………………………１ 本 

②防水ブ ッ シ ュ に ケ ー ブ ル を 通し た後、 ケ ーブ

ル 外被を 約１ ５ ｍｍ切り 取り ま す 。 そ れか ら

編組線を １ ０ ｍｍの長さ に切断し て外被に か

ぶ せ、 ケ ー ブ ル 端よ り １ ０ ｍｍの と こ ろ で絶

縁物を 切り 取り ま す。  

① プ ラ ス ド ラ イ バー（ ２ 番） を 用い 、本体のカ バ

ーを 留めて いる ネジを 緩めて カ バーを 前方（ ガ

ラ ス 面方向） へずら し て か ら はずし ま す。  

③プ ラ ス ド ラ イ バー （ ２ 番） を 用い 、 ケ ーブ ル

の 芯線を 接続端子に 接続し 、 ケ ーブ ルの編組

線の部分を ケ ー ブ ル ク ラ ン プ に よ り し っ か り

と 固定し て か ら 防水ブ ッ シ ュ を 締付けま す。  

 [防水ブ ッ シ ュ 推奨締付けト ル ク  １ . ５ N・m]  

 

約１ ５  

外被 編組線 

約１ ０  約１ ０  

約５  

 

編組線 外被 絶縁物 芯線 

同軸 

ケ ー ブ ル  

ケ ー ブ ル  

ク ラ ン プ  

接続端子 

カ バー脱着図 

④プ ラ ス ド ラ イ バー （ ２ 番） を 用い 、 本体

のカ バー を 留めて いる ネジを 締めて カ バ

ーを 取り 付けま す。  

[推奨締付けト ル ク  １ . ４ ６ N・m]  

カ バー  

カ バー固定ネジ  

カ バー を 外す  

防水ブ ッ シュ  

防水ブ ッ シ ュ  

注意 

カ バー及びパッ キン部・防水ブ ッ シュ の取付けが 

不十分だと 防水不良になり ま す。  

防水ブ ッ シュ 締付け時に本体ナッ ト を締付ける と  

防水不良になり ま す。  

 

本体ナ ッ ト  


